
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

永田副町長より、あいさつがありました。 

人口減少に立ち向

かっていくため、まちに魅

力がないといけません。

ぜひ皆さんのお知恵を

拝借させていただきたい

と思います！ 

事務局から、WSのねらいや、検討する地区の概況、都市計画道路事業の

概要、町有地の基本的な情報などについて説明がありました。 

アイスブレイクのあと、「エキヒガがこんなエリアになったらいいな」 と 

「私、こんなことでお役に立てます」 を一人ずつ発表しました。 

7月25日（水）のよる、思いやりセンター２階にて知多武豊駅東の

にぎわいづくりを考えるワークショップ（以下WS）「エキヒガEまち

デザインラボ」の第1回を開催。参加者は、知多武豊駅東土地区画整理

事業地権者の皆さん、みゆき通り商店街の皆さん、公募で集まった皆さ

んに、町職員、関係機関、事務局スタッフも含めて36名でした。 

初顔合わせのこの日、副町長あいさつ、事務局によるワークショップ

の趣旨説明からスタート。次いで参加者同士が知り合うアイスブレイク

のあと、「エキヒガがこんなエリアになったらいいな」や「こんなこと

でお役に立てます」を一人ひとり発表。最後に８グループに分かれて、

エキヒガの「魅力アップ」の切り口を語り合って発表しました！ 

 

賑わいのあるエリアにするためには、「①駅前の町有地を賑わいづく

りの拠点にすること」と、「②地区全体の統一的な整備イメージを 

共有し、まちづくり意識を高めること」が必要だと考えています。その

ためにこの WS で「①町有地の活用方法（整備や運営方法）」

と、「②地区の景観イメージ」を検討していきたいと考えています！ 



 

 

 

 

話してみたい人同士で８グループに分かれて、エキヒガエリアを「魅力アップ」するための切り口を考えて、発表しました。 


